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景観形成の推進に向けた事前協議手続の制定及び景観アドバイザ
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政令指定都市（20都市）の状況（アンケート調査） 

（１）景観法に基づく届出前の事前協議手続を実施している都市：１８都市

（実施していない都市：新潟市、川崎市）

（２）景観アドバイザーを設置している都市：１４都市

（設置していない都市：さいたま市、相模原市、浜松市、大阪市、岡山市、川崎市）

※アンケート調査…実施期間：R1.11.26～R1.12.12、回答率：100% 

（１）景観形成の基本理念 
景観は、市民共有の財産であり、優れた景観は市民生活を豊かにするとともに、地域のブランド資源となり、シビックプライド

の醸成にもつながる貴重なものである。本市では、長い年月を経ても価値を失わない魅力ある景観を創出することや、大切にすべ

き地域資源を発見し調和させながら受け継ぐことによる川崎らしい景観形成を進めるものとする。 

（２）景観形成基準に基づく景観の誘導 
景観形成の基本理念等を実現し、川崎市らしい魅力ある景観形成 

を図るためには、景観形成方針に基づき、個々の建築物や工作物が 

地域の特徴を踏まえ、周辺の景観との調和や街なみづくりに貢献す 

るよう計画することが求められている。 

本市では、景観の特徴を踏まえ、景観のまとまりを「景観ゾーン」 

「景観の帯」「景観拠点」等に分類し、それぞれの景観形成方針を 

示し、それぞれの景観形成方針を踏まえて、建築物の建築等を対象 

とした景観形成基準を定めている。そして、建築等の行為に際し要 

する届出等の手続によって景観の誘導を図っている。

参考：景観計画特定地区（景観拠点）及び都市景観形成地区 
の指定状況

２ 川崎市の景観施策

３ 景観アドバイザー制度等の創設の検討について

（１）景観の届出等に関する現状・課題等 

① 大規模な建築物及び工作物、景観拠点となる景観計画特定地区内の建築物等については周

辺環境に与える影響が大きいため、配置、形態・意匠、外構、色彩、屋外広告物の配置計

画等について、周辺への配慮事項も十分検討するよう適切な景観誘導を行う必要がある。

② 職員による景観計画等の届出審査においては、色彩基準への適合性の他、定性的な景観

形成基準についてもチェックを行っているが、景観法に基づき工事着手 30 日前までに届出

される従来の手続きでは、誘導できる配慮事項が限定的になることがあるため、届出前に

事前の協議を行う仕組みが必要である。

③ 近年、活性化が見られる公共空間の利活用や公有財産の有効活用等の新たな取組や景観

デザインの多様化が進んでおり、時代の変化や地域の個性に応じたより質の高い都市空間

をつくり出すには、専門的な知識を持った人材の活用が必要となっている。

４ 景観誘導に関する政令指定都市の状況

景観形成の推進に向けた事前協議手続の制定及び景観アドバイザー制度の創設について 資料１ 

（３）景観形成に向けた取組体制の構築 
景観計画（平成 30年 12 月改定）第８章「景観形成の推進方策」抜粋 

（１）景観形成の推進体制 

ア 都市景観の形成に関する重要な事項を調査審議するために設置している川崎市都市景

観審議会を適切に活用し、有識者や市民の意見を景観施策に反映していきます。 

イ 建築物の建築、工作物の建設及び屋外広告物等の表示等について、良好なデザインの

誘導を行うために専門家による技術的な助言を行う景観アドバイザー制度等の創設を

検討します。 

本市の景観形成のマスタープランである、川崎市景観計画（平成 19 年策定）は、景観法（平成 16 年制定）第８条第１項に基づ

く法定計画である。川崎市景観計画は、良好な景観を保全し、また、地域の特性にふさわしい新たな景観を創出するため、景観の

形成に関する方針、行為の制限（景観形成基準）などを定めている。 

平成 30 年 12 月には同計画を改定し、これまでの本市の景観施策を継承しつつも、地域の個性を活かし、時代の変化に対応した

柔軟で質の高い景観形成を推進していくこととした。

１ 川崎市景観計画

川崎駅周辺地区 武蔵小杉周辺地区 

新百合丘駅周辺地区  島 駅 部地区

（２）対応方針
  建築物の建築、工作物の建設及び屋外広告物の配置計画等について、景観の届出等を円滑

に行うため、事業者と事前に協議を行うものとし、良好なデザインの誘導を行うため専門家

による技術的な助言を行う機会を設ける。⇒事前協議手続の制定 及び 景観アドバイザー

制度の創設 

景観計画特定地区 
◎１ 川崎駅   宮町地区
◎２ 川崎駅周辺地区 
◎３ 新百合丘駅周辺地区 
◎４ 武蔵小杉周辺地区 
◎５  島 駅 部地区
◎６ 新川崎地区 

都市景観形成地区 
★１ たちばな通地区 
★２ 新百合丘駅周辺地区 
★３ 大山街道地区 
★４ 新百合山手地区 
★５ ブレーメン通り地区 
★６ 中原街道地区 
★７ 川崎大師表参道・仲見世地区 

※景観計画特定地区：本市の景観を先導
する景観拠点の都市系拠点において、
各地区の特性に応じたきめ細やかな
基準を策定し、個性と魅力ある景観づ
くりを推進する地区 
※都市景観形成地区：旧街道など地区特
性に応じた良好な街なみづくりが期
待できる地区において、地域の主体的
な景観まちづくりを支援する地区 
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景観形成の推進に向けた事前協議手続の制定及び景観アドバイザー制度の創設について

５ 事前協議の概要

（１）事前協議の目的 

建築物等のデザインに関する事項等について、特に景観上影響の大きい建築物、工作物、

広告物の計画に関し、法に基づく届出等を円滑に行うため、事業者と事前に協議することを

定め、良好な都市景観の形成を図ることを目的とする。 

（２）事前協議の対象 

① 高さ 31m を超える建築物又は工作物、 

壁面の長さ 70ｍを超える建築物（市全域） 

② 景観計画特定地区内の建築物又は工作物 

③ ①②に伴う屋外広告物の設置 

④ 市長が都市景観の形成に大きな影響を 

  与えると認めるもの

（３）設置根拠法令 

・「川崎市都市景観条例」、 

「川崎市都市景観条例施行規則」に規定を追加予定。 

（４）想定協議件数 

・年間 40件程度※

（参考：景観法に基づく届出 152 件〔令和元年度〕）

※令和元年度景観届出数より抽出した件数 

① 高さ 31m 超の建築物又は工作物、壁面の長さ 70m 超の建築物：32 件（新築又は新設） 

② 景観計画特定地区内の建築物又は工作物：6 件（新築又は新設） 

③ ①②に伴う屋外広告物の設置：2 件

景観法第 16 条に定める届出対象行為 

景観アドバイザー会議
事務局
（市） 連携

景観法に基づく届出 
【届出を提出する時期】工事着手 30日前まで

工事着手 

着手届 

完了届 

※事業者からの
申し出があっ
た場合、景観ア
ドバイザーに
助言を求める
ことができる。 

事前協議フロー図 

【事前協議の回数】 
原則 1回 
・事業計画の進捗状況により、
1 回の事前協議では対応が
難しい場合は、複数回行うこ
とを可能とする

【事前協議の開始時期】 
届出 60 日前まで 
・事前協議申出の際、一般的な
図面の他、完成予想図等の提
出を求める

景観アドバイザー
による助言

【景観アドバイザー会議】 
月１回、１回３ ４件程度
・会議に先立って、市と景観ア
ドバイザーで情報や認識の
共有を行う。 
・会議は原則として景観アドバ
イザーの助言を市が聴き取
った上で、事業者に伝える。 
・会議は事業者が傍聴できるも
のとする。

６ 景観アドバイザー制度の概要

（１）景観アドバイザー制度の目的 

建築物及び工作物の配置、形態・意匠、外構、色彩等及び広

告物の配置計画等に関する事項について、良好なデザインの誘

導を行うため、専門家による技術的な助言を行うことを目的と

する。 

（２）景観アドバイザーの人数・任期 

・人数は 4 人を予定（都市計画・都市デザイン、建築、造園・

ランドスケープ、色彩等の専門家） 

・非常勤嘱託員とし、勤務日数は年 12 回程度。任期は 2 年と

し、再任を妨げないものとする。 

（３）景観アドバイザーの選定方法 

・川崎市都市景観審議会の専門分野の委員及び景観整備機構

（神奈川県建築士会）に相談し、景観アドバイザーに適した

方を推薦してもらい、選定する。 

（４）設置根拠法令等 

・「川崎市都市景観アドバイザー会議設置要綱」を制定予定 

景観アドバイザーの職務・役割 

① 届出対象行為への都市景観形成に関する助言 
・事前協議対象の行為について、景観アドバイザー会議で助言を
行う。 

・事前協議対象外の行為について、事業者からの申し出があった
場合、助言を行うことができる。 

② 公共施設への都市景観形成に関する助言 
・公共空間景観形成ガイドラインの協議対象の行為、その他公共
施設の整備について、行政からの申し出があった場合、助言を
行うことができる。 

③ 景観形成協議会への助言 
・都市景観形成地区の景観形成方針・基準の制定及び改正につい
て、地区内の関係住 で組織する景観形成協議会からの申し出
があった場合、助言を行うことができる。 

・景観形成協議会の取組に関して、景観形成協議会からの申し出
があった場合、助言を行うことができる。 

④ 市 、事業者等への助言 
・市 、事業者等から都市景観形成に関する相談があった場合、
市と調整の上、助言を行うことができる。 

※①②については、建築物の配置・規模、形態・意匠、外構、外観の色彩、
屋外広告物の配置計画等の設計に対する助言を行うものとする。（都市
計画、事業計画等に対する助言を行うものではない。） 

（１）多面的・多角的に景観を捉えた景観形成 

専門的な知識、経験を持った専門家の方々が関わること

で、事業者が設計に反映するのに工夫を要する定性的な基準

について、専門家から具体的なアドバイスを行うことがで

き、良好な景観形成を図ることが可能となる。 

（２）モデルケースによる波及効果 

専門家が継続的に関わり実績が増えていくことで、景観形

成基準のポイントを具体的にイメージすることが可能とな

り、設計の初期段階から景観形成に配慮した計画をしやすく

なる。 

（３）まちの魅力の向上 

定性的な方針・基準の捉え方や解釈の仕方に対する認識が

深まることで、数値基準による定量的な判断だけでは実現が

難しい、質の高い良好な景観のまとまりが形成されていく。 

※良好な景観形成に寄与した個人、団体については、表彰や

SNS 等で積極的に情報発信していきます。 

７ 制度導入により期待できる効果

８ スケジュール

H30 

年

度 

（12 月）改定景観計画告示 

R1 

年

度 

（7月）改定景観計画施行 

R2 

年

度 

（12 月）まちづくり委員会 

パブコメ実施 

（2月上旬）まちづくり委員会 

パブコメ結果報告 

R3 

年

度 

（4～5月） 都市景観審議会 

（6月以降） 改正都市景観条例公布 

（1月以降） 改正都市景観条例施行 

      【制度開始】 

事前協議対象 事前協議対象外 

事前協議

※事前協議及び届出手続は、屋外広
告物条例に基づく許可申請手続と
直接関係するものではないが、屋
外広告物のデザイン誘導について
は、引き続き屋外広告物条例の所
管課と連携していくものとする。

建築物

工作物

高
さ

31
m
超

平均の高さ

における水

平面の高さ

(3m 以下)

（高低差 3m以下の場合）

建築物

工作物

3m 超高
さ

31
m
超

（高低差 3m超の場合）

建築物
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景観形成の推進に向けた事前協議手続の制定及び 

景観アドバイザー制度の創設（案）に係るパブリックコメントの実施結果について

１ 概要 

  景観形成の推進に向けた事前協議手続の制定及び景観アドバイザー制度の創設（案）

について令和２年１２月１０日から令和３年１月１２日まで、市民の皆様の御意見を

募集いたしました。

  その結果、４通（意見総数１２件）の御意見をいただきました。御意見の内容とそ

れに対する市の考え方を次のとおり公表いたします。

２ 意見募集の概要 

題名 景観形成に向けた事前協議手続の制定及び景観アドバイ

ザー制度の創設（案）の意見募集について 

意見の募集期間 令和２年１２月１０日（木）～令和３年１月１２日（火）

意見の提出方法 電子メール、ファックス、郵送、持参

意見の周知方法 川崎市ホームページ及び市政だよりへの掲載

資料の閲覧（各区役所市政資料コーナー、各支所、各出張

所、かわさき情報プラザ、各市民館、各図書館、市民文化

局コミュニティ推進部協働・連携推進課、まちづくり局計

画部景観・地区まちづくり支援担当）

結果の公表方法 川崎市ホームページへの掲載

資料の閲覧（各区役所市政資料コーナー、各支所、各出張

所、かわさき情報プラザ、各市民館、各図書館、市民文化

局コミュニティ推進部協働・連携推進課、まちづくり局計

画部景観・地区まちづくり支援担当）

３ 結果の概要 

意見提出数（意見件数） ４通（１２件）

内

訳

電子メール（ホームページ専用フォーム含む） ４通（１２件）

ファックス ０通（ ０件）

郵送 ０通（ ０件）

持参 ０通（ ０件）

資料２ 
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４ 御意見の内容と対応 

【御意見に対する市の考え方の区分説明】 

Ａ：御意見を踏まえ、当初案に反映したもの

Ｂ：御意見の趣旨が案に沿ったものであり、御意見の趣旨を踏まえ取組を推進するもの

Ｃ：今後の取組を進めていく上で参考とするもの

Ｄ：案に対する質問・要望の御意見であり、案の内容を説明・確認するもの

Ｅ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる御意見） 

●御意見の件数と対応区分

項   目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 合計

（１）事前協議に関すること ２ ２ ２ ６

（２）景観アドバイザー制度に関すること １ １

（３）景観形成全般に関すること ２ ２

（４）その他 ２ １ ３

合   計 ２ ５ ４ １ １２
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５ 具体的な御意見の内容と市の考え方 

（１）事前協議に関すること（６件） 

No. 意見の要旨 市の考え方 区分

１ 「（２）事前協議の対象」の①については

範囲が広く、想定件数がやや多いと思いま

す。

想定件数については、景観法に基づく届

出の年間件数の４分の１程度であり、過去

の実績等を踏まえて見込んだ件数です。

事前協議の対象の①といたしましては、

都市景観の形成に大きな影響を及ぼすもの

とし、その規模として、市内全域で景観法に

基づく届出の対象となる高さ３１メートル

を超える建築物若しくは工作物、又は壁面

長さ７０メートルを超える建築物としまし

た。

Ｄ

２ 大規模な建築物等を事前協議の対象とし

ているが、景観計画で定めている景観の帯

などに該当する敷地の場合、事前協議の対

象となる規模以下であっても、景観に与え

る影響が大きなものが出てくる可能性があ

る。そのため、建築物等の規模にかかわら

ず、景観に大きな影響を与えるものを事前

協議対象にできるよう規定しておいたほう

が景観計画との整合性がとれるのではない

か。

事前協議対象については、事業手法に関

わらず、建築物の規模等に着目しています

が、お寄せいただいた御意見のように、景観

形成に影響を与えると認められるものも想

定されます。

お寄せいただいた御意見を踏まえ、事前

協議の対象に「市長が都市景観の形成に大

きな影響を与えると認めるもの」を追加し、

景観形成の誘導をより適切に行えるよう見

直しました。

なお、市の関与する事業については、庁内

で情報共有を図りながら、適切な景観形成

の誘導を行ってまいります。

Ａ

３ 神戸市においては高さ４５ｍ以上、総合

設計制度を適用しているもの等との規定が

あり、川崎市においてはそれを参考に再開

発等市の補助金を投入する事業及び公共事

業を加えることが適当であると思います。

４ 景観法の届出（６０日前）１回では時期が

遅く、その段階での実施設計の修正はコス

トアップやスケジュールの遅延等事業に影

響し、事業者の過大な負担になります。

事前協議の手続は景観法の届出の６０日

以上前からできるものとしますので、事業

の進捗状況により早期に事前協議を開始し

て頂くことを可能としています。

協議を行う期間や事業者が協議結果の反

映を検討する期間等を見込み、事前協議の

手続を景観法の届出の６０日前までとしま

した。

 また、事業計画の進捗状況により、１回の

手続では対応が難しい場合は、複数回行う

ことを可能としています。

Ｄ
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５ 建築確認の民間開放等の規制緩和の方向

にも逆行してしまうため、他市の先行事例

として、神戸市が計画段階と設計段階、札幌

市は構想段階と設計段階と２段階を設定し

ており、川崎市もそれに倣うことが適当で

あると考えます。

事業計画の進捗状況により、１回の手続

では対応が難しい場合は、複数回行うこと

を可能としています。そのため、案件によっ

ては事業者と協議しつつ、段階を分けて手

続を行ってまいります。

Ｂ

６ 助言については、特に客観性・透明性・妥

当性等が求められます。これを担保するた

めには、情報公開がどうしても必要と考え

ます。神戸市においては住民説明会を義務

付けており、また札幌市においては協議終

了後に協議の内容（行為の概要、市の助言内

容、事業者の回答内容等）を札幌市のＨＰで

公開しております。川崎市においても協議

経過をＨＰで公開し、参考事例やノウハウ

を蓄積することで更なる景観向上を図るこ

と。

お寄せいただいた御意見を踏まえ、個別

の事前協議の結果等について、事業者の意

向も確認の上、市ホームページ等で公表す

ることを検討してまいります。

また、公表に際しては、景観アドバイザー

からの助言や協議経過が分かるものとする

よう、他都市の公表内容も参考にしつつ、検

討してまいります。

Ｂ

（２）景観アドバイザー制度に関すること（１件） 

No. 意見の要旨 市の考え方 区分

１ 公共施設の整備について案文では、「行政

から申し出があった場合、助言を行うこと

ができる」とされておりますが、これでは川

崎市都市景観条例の理念「市と市民が協働

して行う次代に誇れる魅力ある川崎らしさ

の発見と創造」との整合性が取れておりま

せん。北九州市の景観アドバイザー制度に

おいてはむしろ公共事業を中心に実施して

おり、公共施設において質の高い計画・設計

を図ることにより民間事業者による建築計

画等の模範とすることを心がけています。

川崎市においても条例の理念に則り、公共

事業において積極的に取り組むことが必要

と考えます。

公共施設については、景観法に基づく通

知を受理し協議を行うほか、公共空間景観

形成ガイドラインに基づく事前相談等によ

り景観誘導を行っております。

公共空間景観形成ガイドラインは、公共

施設の整備を通じて、市が景観形成におけ

る考え方や具体の整備方針・手法について

定めたものとなり、景観計画と補間しあい

ながら、魅力ある都市景観の形成を目指し

ていくものとなります。

今後については、景観アドバイザー制度

も併せて活用し、公共施設の整備における

景観形成の推進を図ってまいります。

Ｂ

（３）景観形成全般に関すること（２件） 

No. 意見の要旨 市の考え方 区分

１ 事前協議手続及び景観アドバイザー制度

により、川崎市が美しい景観を愛する人が

好んで住むような都市にしてください。

良好な景観形成は市民生活を豊かにする

ために大変重要であり、長い年月を経ても

価値を失わない魅力ある景観を創出しつ

つ、地域の個性を活かし、時代の変化に対応

Ｂ
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した柔軟で質の高い景観誘導を図ってまい

ります。

２ 住みたい街を決めるきっかけとなる駅周

辺の環境、住宅街の植栽、緑地、公園につい

ては重要です。駅周辺は高い建物を建てれ

ば便利になりますが景観の魅力は損なわれ

ます。植栽、公園等が少ない街も硬質的な印

象となります。このような街のデザインに

ついても専門家を交えて長期的視点を持っ

て作っていくようお願いします。

 本市の景観形成のマスタープランであ

る、川崎市景観計画は、良好な景観を保全

し、また、地域の特性にふさわしい新たな景

観を創出するため、景観の形成に関する方

針、行為の制限（景観形成基準）などを定め

ています。

 御意見の敷地内の緑化等については、景

観形成基準の配慮事項となりますので、今

回の事前協議手続及び景観アドバイザー制

度を活用し、専門家を交え、より魅力的な景

観形成に向け、それぞれの地域の特徴を踏

まえた景観誘導を図ってまいります。

Ｂ

（４）その他（３件） 

No. 意見の要旨 市の考え方 区分

１ 景観について事前に専門家の意見を求め

ることは今後の街の魅力に繋がりますので

よろしくお願いします。重点地区以外は雑

然としてしまわないよう、建設企業任せで

は無く、川崎市として一定の基準を設けて

頂けることを希望します。

景観計画特定地区及び都市景観形成地区

以外の地域についても景観形成基準を設

け、都市景観の形成を図っております。今後

も引き続き良好な都市景観の形成に努めて

まいります。

Ｄ

２ 景観計画特定地区は現在高津・宮前・多摩

の北部３区において指定はなく、まず最低

各区１か所以上は指定の拡大に取り組むこ

とが先決であると考えます。

景観計画特定地区は主要の駅などの地域

の景観を先導していく地区や、本市の景観

の骨格の一部を構成する重要な地区などを

指定しております。また、大規模な土地利用

転換等がある場合はその機会を捉え、景観

計画特定地区の指定等適切な手法により、

新たな景観拠点の形成に向けて取り組むも

のとしております。

Ｄ

３ 横浜市都市デザイン室を参考として川崎

市役所内の組織強化や人材育成に取り組み

ことが課題であると考えます。

景観に関する業務については、市職員の

業務の積み重ねを引き継いでいくことで人

材育成に取り組んできていましたが、今後

は景観アドバイザー制度も活用し、景観ア

ドバイザーの助言等を積み重ねながら、市

職員の育成にも取り組んでいきたいと考え

ております。

Ｅ
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６ 御意見全体に対する市の考え方 

今回実施したパブリックコメントにおきましては、事前協議の対象に関することや公共施設の整備

への景観アドバイザー制度の適用に関すること等に対する御意見が寄せられました。 

御意見を踏まえ、事前協議の対象について一部意見を反映し、事前協議手続の制定や景観アドバイ

ザー制度の創設に向け、都市景観条例の一部改正等の手続を始めます。 

※ 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言を受け、都市景観審議会委員と調整した結果、令和３年

１月下旬に予定していた都市景観審議会を延期することとなったことに伴い、改正都市景観条例の

市議会への上程を含め、予定を変更しました。 
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